
宮永がポスターや雑誌の

表紙、ロマンスカーのカラ

ーデザインなど、商業デザ

インの分野で活躍をしてい

た 1960 年の作品です。 

タイトルのとおり真珠店

の宣伝用ポスターとして制

作されたもので、絵の具が

にじむような筆致、色合い

が幻想的な親子の鳥が前面

に、青を基調とし、髪をア

ップにした女性の横顔が背

面に配置された構成をして 

動きのある華やかな女性像と、飛び立つ鳩の躍動感ある大胆な

画面は、正面から臨むと迫力に溢れ、細部を覗き込むとその画法

の技術の一端を垣間見ることができます。 

宮永は、独自の技法として、油彩画の描き方に水墨画の技術を

導入したものを用いていました。筆致にはじまり、にじみ、

ぼかしといった表現を上手く使ったもので、光の強弱や衣服の

影などに、ローアンバー(暗い黄色)の絵の具でにじんだ下色を

作りその上に色を重ねていました。また、細かいレースや人物の

髪の部分をうまく省略して表現する方法は西洋絵画の技術の

ひとつでもあります。 

和洋の技巧を織り交ぜ、編み出された宮永独自の美人画は

『光と影の華麗なる世界』と称されました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

公民館で活動する写真クラブです。今年も、個性的で  
印象に残る作品を揃えました。ぜひご覧ください。 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 

9 月 15 日(火)～9 月 20 日(日) 
10:00～17:30  初日 13:00 から 最終日 16:00 まで 

第4回  菊池孝七 山岳写真展「思い出の山稜」 

2015.10月の市民ギャラリー展覧会の予定 

発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100   http://www.city.hadano.kanagawa.jp/s-gakushu/miyanaga.html    

※9月 1日(火)より 2016年 3月分までの予約を受け付けています。 

吉田千尋 書と絵画展 

  展示作品より今月の一点  
 

 

展示作品より今月の一点 

 

《饗》  

松風会（仮）                  
10 月 27日(火)～11月 1日(日) 

油彩画 1984 年 100F+100F 

 

アトリエ山桃（仮）                
10 月 9 日(金)～10 月 11 日(日) 

観覧料 ・一般 300 円 （弘法の里湯利用者は 100 円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

 

美術館へのアクセス 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
20台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 
《隣接》 公営日帰り温泉            TEL0463-69-2641 

9月の休館日 ： 7日（月） 14日（月） 24日（木） 28日（月） 

 

9 月 1 日(火)～9 月 6 日(日) 
10:00～17:00  初日 13:00 から 最終日 17:00 まで 

 

デジフォト秦野 第 4 回写真展 

9 月 29 日(火)～10 月 4 日(日) 
10:00～17:00  初日 13:00 から 最終日 16:00 まで 

好きな書と絵画をかいているうちに古稀を迎えました。

書は近代詩文書を絵画は風景画を主に展示いたします。 

北アルプスを中心に 20 年間の山歩きで撮影した思い出
の写真約 60 点を展示いたします。 

 

 

夏休み恒例の子ども向け創作講座『美術館ワクワク

探検』が、8月 15 日（土）に行われました。 

今年の体験は七宝焼き。銅線で絵柄を描いて釉薬で

色付けをしました。時間をかけて焼きあがった七宝

焼きは、まるでツヤツヤの宝石のよう。 

長い時間をかけ、

大変な作業でした

が、子どもたちは

「楽しかった！」

と笑顔で、元気

いっぱいの素敵な

作品を見せてくれ

ました。 
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